
市営交通 中期経営計画2023-2026の
令和７年度振り返りについて

上 下 水 道 交 通 委 員 会
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交 通 局



(1) 乗車人員の確保

2

指 標
計画策定時

（令和４年度末）
令和７年度
進捗状況

進捗率
令和８年度

目標値

バス事業の１日あたりの乗車人員
（コロナ禍前の平成30年度：34万人）

31万人
(307,614人)

317,165人 99.4％
32万人

（平成30年度比94％）

地下鉄事業の１日あたりの乗車人員
（コロナ禍前の平成30年度：67万人）

58万人
(581,661人)

662,070人 105.6％
63万人

（平成30年度比94％）

バス事業
○観光路線において、人気アーティストと連携した車
内アナウンスや都心臨海部の大規模イベント等と連
携した企画乗車券の発売等による乗車促進策を実施。

地下鉄事業
○令和７年11月１日に混雑緩和等を目的としたダイヤ改正

を実施。
○令和６年度にサービスを開始した市営地下鉄全線でのク

レジットカード等によるタッチ決済（クレカ乗車）につ
いて、ご利用の多い一部の駅で、対応する改札機を増設。

交通事業者として将来にわたって市民生活を支え、その役割を果たしていくために、
本計画では計画期間中における経営目標を定めています。

１ 経営目標の達成状況



(2) 企業努力による収支改善

3

増
収
に
関
す
る
主
な
取
組

お客様の利便性向上など
に向けた駅構内店舗等の
新設

・センター北駅でのドラッグストアの開店や、ATMの新設（７駅）。

駅構内サービスの充実
・地下鉄５駅に食品ロス等削減に寄与するSDGsロッカーを設置。
・地下鉄全駅にモバイルバッテリー、雨傘のレンタルサービスの設置。
・シェアサイクルポート（２か所）の設置。

企業貸切の新規受注 ・現場職員の営業努力による通勤用貸切バスの受注獲得、旅行代理店からの新規受注等による収入増。

経
費
削
減
に
関
す
る
主
な
取
組

エスカレーター更新内容
の見直し

・エスカレーター更新工事において、手すり下の内側板やデッキボードを再利用することで、工事費を削減。

変電所の全面更新時期の
見直し

・設備の劣化状況等から補修や更新の必要性を見極め、更新計画の見直しを実施。

中山駅前バス定期券発売
所の廃止

・定期券の取扱件数が減少しているなどの状況を鑑みて、経営資源の適正化の観点から、中山駅前（北口）のバス定期券
発売所を令和６年10月末をもって廃止。

指 標
計画策定時

（令和４年度末）
令和７年度
進捗状況

進捗率
令和８年度

目標値

バス事業の企業努力による収支改善額 ― 3.1億円 211.2％ 1.5億円
（経費削減1.1億円、増収0.4億円を想定）

地下鉄事業の企業努力による収支改善額 ― 8.4億円 96.1％ 8.7億円
（経費削減7.8億円、増収0.9億円を想定）

１ 経営目標の達成状況
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指 標
計画策定時

（令和４年度末）
令和７年度
進捗状況

進捗率
令和８年度

目標値

バス事業のCO₂排出削減率
（「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所編）」
における2030年度削減目標：2013年度比▲5％）

― 集計中 － ▲5％
（2030年度の目標を前倒しで達成）

地下鉄事業のCO₂排出削減率
（「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所編）」に

おける2030年度削減目標：2013年度比▲20％）
― 集計中 ― ▲12％

（2030年度の目標に対して60％進捗）

(3) カーボンニュートラルに向けた取組

バス事業
○ＦＣ（燃料電池）バスを２両体制で運行（令和７年９

月に１両リース終了）。
○ＥＶ（電気）バスの令和８年度の試行導入に向けた調

査・検討の実施。

地下鉄事業
○駅照明やトンネル照明、基地等照明等のLED化。
○令和５年度から導入しているグリーンラインに加え、令

和７年度から新たにブルーラインでも環境価値（非化石
証書）の活用を開始し、市営地下鉄全線でCO₂フリー

の電力による運行を実施。

CO₂排出削減率については集計中ですが、令和７年度のエネルギー消費量（速報値）は、基準年度の2013年度比で、バス事業
では▲19.7％、地下鉄事業では▲14.1％となっています。

１ 経営目標の達成状況
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【令和７年度の主な取組】

計画上の取組名 取組内容

【安全の確保】
地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供

リアルタイム監視機能を有する防犯カメラを、ブルーライン3000N及びR形車両
20編成に設置完了。また、駅の防犯機能強化のため、構内カメラを増設し、高
画質化・ネットワーク化を推進。

【市民の足を守る】
バスネットワークの最適化

お客様のご利用状況に応じた輸送力の調整。
令和７年11月に沿線施設の廃止に伴い路線を廃止（63系統）。

【公営交通の責務】
駅ホームと車両の段差・隙間の縮小

お客様の円滑な乗降を目指すため、プラットホームと車両床面との間にある段
差・隙間の縮小を実施。（ブルーライン全32駅中24駅完了）。

【財務基盤の強化】
決済サービス拡充の検討・実施

令和６年度にサービスを開始した市営地下鉄全線でのクレジットカード等によ
るタッチ決済（クレカ乗車）について、令和８年１月から順次、ご利用の多い
一部の駅で対応する改札機を増設。

【人財育成の推進】
安心して働ける職場づくり

令和５年度から実施していた港南営業所の大規模改修が完了し、それに伴って、
女性職員用施設の整備を実施。

本計画では、計画期間中に実施する個別の取組を定めています。着実に取組を進め
ていくことで、持続可能な経営基盤の確立を目指してまいります。

２ 個別の取組の達成状況



３ 次期中期経営計画の基本的な考え方
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(1) 次期中期経営計画の位置づけ



３ 次期中期経営計画の基本的な考え方
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(2) 次期中期経営計画の基本的な考え方



４ 横浜市営交通経営審議会委員からの主な意見
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令和８年８月６日（木）に第10回経営審議会を開催し、中期経営計画 2023-2026の振り返
りや次期中期経営計画の基本的な考え方等について、様々なご意見をいただきました。

(1) 中期経営計画 2023-2026の振り返りについて

○ 難しい経営環境の中で、様々な努力をしていることは伝わってきた。

○ 外部環境が厳しい中で、バスも地下鉄も利用者が増えていることはとても良いことである。

○ 支出面で人件費が上がっていることは致し方ない。さらに検査や修繕の費用は削ってはいけない。
これらのコストが上がっていく分、収入を増やしていきたい。

○ バス折返場の有効活用など、他社の取組なども参考にして進めていってもらいたい。

○ コロナ禍などのネガティブな予測を超えて、企業努力をしてきたことがわかった。利用が増えている
ことは良いが、今後は、さらに利用者の動向分析など、データを活用して、より解像度を上げて分析
することで、次の施策に活用していけると良いと思う。



４ 横浜市営交通経営審議会委員からの主な意見
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(2) 次期中期経営計画の基本的な考え方について

○ 市民や利用者に「安全」という価値は伝わりづらい。利用者の安心感をどのように引き上げていくか。

○ 企業努力に一層取り組み、市営交通ネットワークを維持していく計画としているが、市民やお客様の
視点であれば、サービスを向上していくことも必要。

○ 民間も含めて、バス事業は今後、内部補助や利用者負担だけで維持していくことは難しいのではないか。

○ バスや地下鉄が無くならないことが、市民の「ずっと利用できる」「安心して利用できる」につながる。

○ 基本的な考え方に異存はないが、将来、当たり前に便利に安全にずっと利用できるわけではないことを、
分かってもらう必要はあると思う。



【参考】「市営交通 中期経営計画 2023-2026」個別取組一覧
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１　安全の確保

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）安全対策の強化

①

・安全重点施策に基づく取組、
安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレ
ビューの実施継続

・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続
・中間レビューを新たに実施

車内防犯カメラの導入
・車内防犯カメラをブルーライ
ン車両に設置拡大

設置拡大対象としたブルーライン車両
全27編成中26編成に導入完了
（N形：６編成、R形：14編成、S形：６編成、V形：１編
成）
R7：3000N、R形車両（20編成）への導入を完了
R6：3000S形車両（６編成）への導入を完了

駅構内カメラの高画質化・
ネットワーク化

・ネットワーク化 15駅
・ネットワーク化 34駅完了
（６駅施工中）

ネットワーク化完了駅（21駅/40駅）
施工中　13駅（Ｒ８完了予定）

③ ・EDSS付車両 ９％ ・EDSS付車両 40％ EDSS付車両　23％　（802両中187両）

運輸安全マネジメントの推進

事業

事業目標

②
地下鉄利用における
お客様への安全・安
心の提供

Ｒ７時点の進捗状況

バス車両の更新にあわせた安全機能の向上


１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和７年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続
・中間レビューを新たに実施

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		設置拡大対象としたブルーライン車両
全27編成中26編成に導入完了
（N形：６編成、R形：14編成、S形：６編成、V形：１編成）
R7：3000N、R形車両（20編成）への導入を完了
R6：3000S形車両（６編成）への導入を完了 セッチ カクダイ タイショウ シャリョウ ゼン ヘンセイ チュウ ヘンセイ ドウニュウカンリョウ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ シャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		ネットワーク化完了駅（21駅/40駅）
施工中　13駅（Ｒ８完了予定） セコウチュウ エキ カンリョウ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		EDSS付車両　23％　（802両中187両） リョウチュウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		片　倉：更新工事完了
笹　下：令和６年度更新工事完了済
舞　岡：機器製造発注（契約締結）
茅ヶ崎：機器部分更新検討
北の谷：詳細設計完了、機器製造発注（契約締結） カタ クラ ササ シタ レイワ ネンド コウシン コウジ カンリョウ ズ マイ オカ キキセイゾウ ハッチュウ ケイヤク テイケツ チガサキ キキ ブブン コウシン ケントウ キタ タニ ショウサイ セッケイ カンリョウ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの補修完了
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）、１区間工事中（関内～阪東橋の下り区間） ホシュウカンリョウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		改良区間 353m/692m カイリョウ ク カン

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		緑営業所：基本設計完了、実施設計着手 ジッシセッケイチャクシュ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		港北営業所：設計完了

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和７年度末までにバス乗務員を除く全職員受講完了（受講者数：2,978名）
　※バス乗務員については令和８年度受講完了予定 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンドマツ ジョウムイン ノゾ ゼンショクイン ジュコウ カンリョウ ジュコウ シャ スウ メイ ジョウムイン レイワ ネンド ジュコウカンリョウ ヨテイ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		予定していた369名の受講が完了

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施
・ヒューマンエラー情報の都度共有

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		・２名の人員を確保（計４名） メイ ジンイン カクホ ケイ メイ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		Ｒ６に構築の連携機能を継続して運用 コウチク レンケイ キノウ ケイゾク ウンヨウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの作成により、健康情報のデータベース化、活用の開始 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン サクセイ ケンコウ ジョウホウ カ カツヨウ カイシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		・次世代ドライブレコーダーの導入に向け、導入事例を調査し、当該事業者と意見交換を実施 ジセダイ ドウニュウ ム ドウニュウ ジレイ チョウサ トウガイ ジギョウシャ イケンコウカン ジッシ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		・汎用システムを前提として契約が確定
・汎用機能を基に乗務員への通知方法を検討中 ハンヨウ ゼンテイ ケイヤク カクテイ ハンヨウ キノウ モト ジョウムイン ツウチ ホウホウ ケントウ ナカ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		・カメラ撮影技術を用いたトンネル壁面検査の試験施工
・ドローンを活用した構造物目視点検の実施 サツエイ ギジュツ モチ ヘキメン ケンサ シケンセコウ カツヨウ コウゾウブツ モクシテンケン ジッシ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

変電所機器の更新

・片倉変電所、笹下変電所更新
完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更
新中
・北の谷変電所設計完了

片　倉：更新工事完了
笹　下：令和６年度更新工事完了済
舞　岡：機器製造発注（契約締結）
茅ヶ崎：機器部分更新検討
北の谷：詳細設計完了、機器製造発注（契約締結）

トンネル構造物・軌道の塩
害対策

・シールドトンネル吉野町駅～
蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開
削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢
下町～横浜の上下区間、桜木町
～関内の下り区間）

・吉野町～蒔田のシールドトンネルの補修完了
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）、
１区間工事中（関内～阪東橋の下り区間）

急曲線区間の改良工事 ・改良区間 50m/692m ・改良区間 458m/692m 改良区間 353m/692m

老朽化したバス車両整備工
場の建替え及び機能向上

・建替えに向けて設計完了 緑営業所：基本設計完了、実施設計着手

バス車両整備工場の整備用
リフトの増設

・整備用リフト１基の増設完了 港北営業所：設計完了

事業

②

事業目標

Ｒ７時点の進捗状況

地下鉄施設・設備な
どの計画的補修・更
新

①

バス車両整備工場の
機能向上


１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和７年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続
・中間レビューを新たに実施

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		設置拡大対象としたブルーライン車両
全27編成中26編成に導入完了
（N形：６編成、R形：14編成、S形：６編成、V形：１編成）
R7：3000N、R形車両（20編成）への導入を完了
R6：3000S形車両（６編成）への導入を完了 セッチ カクダイ タイショウ シャリョウ ゼン ヘンセイ チュウ ヘンセイ ドウニュウカンリョウ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ シャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		ネットワーク化完了駅（21駅/40駅）
施工中　13駅（Ｒ８完了予定） セコウチュウ エキ カンリョウ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		EDSS付車両　23％　（802両中187両） リョウチュウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		片　倉：更新工事完了
笹　下：令和６年度更新工事完了済
舞　岡：機器製造発注（契約締結）
茅ヶ崎：機器部分更新検討
北の谷：詳細設計完了、機器製造発注（契約締結） カタ クラ ササ シタ レイワ ネンド コウシン コウジ カンリョウ ズ マイ オカ キキセイゾウ ハッチュウ ケイヤク テイケツ チガサキ キキ ブブン コウシン ケントウ キタ タニ ショウサイ セッケイ カンリョウ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの補修完了
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）、１区間工事中（関内～阪東橋の下り区間） ホシュウカンリョウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		改良区間 353m/692m カイリョウ ク カン

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		緑営業所：基本設計完了、実施設計着手 ジッシセッケイチャクシュ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		港北営業所：設計完了

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和７年度末までにバス乗務員を除く全職員受講完了（受講者数：2,978名）
　※バス乗務員については令和８年度受講完了予定 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンドマツ ジョウムイン ノゾ ゼンショクイン ジュコウ カンリョウ ジュコウ シャ スウ メイ ジョウムイン レイワ ネンド ジュコウカンリョウ ヨテイ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		予定していた369名の受講が完了

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施
・ヒューマンエラー情報の都度共有

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		・２名の人員を確保（計４名） メイ ジンイン カクホ ケイ メイ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		Ｒ６に構築の連携機能を継続して運用 コウチク レンケイ キノウ ケイゾク ウンヨウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの作成により、健康情報のデータベース化、活用の開始 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン サクセイ ケンコウ ジョウホウ カ カツヨウ カイシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		・次世代ドライブレコーダーの導入に向け、導入事例を調査し、当該事業者と意見交換を実施 ジセダイ ドウニュウ ム ドウニュウ ジレイ チョウサ トウガイ ジギョウシャ イケンコウカン ジッシ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		・汎用システムを前提として契約が確定
・汎用機能を基に乗務員への通知方法を検討中 ハンヨウ ゼンテイ ケイヤク カクテイ ハンヨウ キノウ モト ジョウムイン ツウチ ホウホウ ケントウ ナカ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		・カメラ撮影技術を用いたトンネル壁面検査の試験施工
・ドローンを活用した構造物目視点検の実施 サツエイ ギジュツ モチ ヘキメン ケンサ シケンセコウ カツヨウ コウゾウブツ モクシテンケン ジッシ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（３）安全を支える職員の育成

安全大会、安全研修の実施
・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員受講

【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和７年度末までにバス乗務員を除く全職員受講完了
（受講者数：2,978名）
　※バス乗務員については令和８年度受講完了予定

重大事故を風化させない研
修の実施（バス事業）

・事故未然防止研修の計画的
な実施

予定していた369名の受講が完了

計画的な研修による安全最
優先の組織風土づくり（地
下鉄事業）

・ヒューマンエラー防止研修
など効果的な各種研修を実施

・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施
・ヒューマンエラー情報の都度共有

② ・ベテラン整備員の活躍支援 ・２名の人員を確保（計４名）

バイタル情報を活用した健
康管理の充実

・バイタル情報のシステム連
携による健康管理の充実

Ｒ６に構築の連携機能を継続して運用

職員の健康増進と健康起因
事故の防止

・健康な職場環境づくりに向
けた「交通局職員健康ビジョ
ン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベー
ス化による健康管理の実施

・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの作成により、健康情報のデータベース
化、活用の開始

ベテラン整備員の活躍支援と技術継承

職員の安全意識の向
上①

安全を支える職員の
健康管理

③

事業

事業目標

Ｒ７時点の進捗状況


１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和７年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続
・中間レビューを新たに実施

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		設置拡大対象としたブルーライン車両
全27編成中26編成に導入完了
（N形：６編成、R形：14編成、S形：６編成、V形：１編成）
R7：3000N、R形車両（20編成）への導入を完了
R6：3000S形車両（６編成）への導入を完了 セッチ カクダイ タイショウ シャリョウ ゼン ヘンセイ チュウ ヘンセイ ドウニュウカンリョウ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ シャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		ネットワーク化完了駅（21駅/40駅）
施工中　13駅（Ｒ８完了予定） セコウチュウ エキ カンリョウ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		EDSS付車両　23％　（802両中187両） リョウチュウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		片　倉：更新工事完了
笹　下：令和６年度更新工事完了済
舞　岡：機器製造発注（契約締結）
茅ヶ崎：機器部分更新検討
北の谷：詳細設計完了、機器製造発注（契約締結） カタ クラ ササ シタ レイワ ネンド コウシン コウジ カンリョウ ズ マイ オカ キキセイゾウ ハッチュウ ケイヤク テイケツ チガサキ キキ ブブン コウシン ケントウ キタ タニ ショウサイ セッケイ カンリョウ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの補修完了
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）、１区間工事中（関内～阪東橋の下り区間） ホシュウカンリョウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		改良区間 353m/692m カイリョウ ク カン

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		緑営業所：基本設計完了、実施設計着手 ジッシセッケイチャクシュ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		港北営業所：設計完了

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ジュコウ		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和７年度末までにバス乗務員を除く全職員受講完了（受講者数：2,978名）
　※バス乗務員については令和８年度受講完了予定 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンドマツ ジョウムイン ノゾ ゼンショクイン ジュコウ カンリョウ ジュコウ シャ スウ メイ ジョウムイン レイワ ネンド ジュコウカンリョウ ヨテイ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		予定していた369名の受講が完了

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施
・ヒューマンエラー情報の都度共有

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		・２名の人員を確保（計４名） メイ ジンイン カクホ ケイ メイ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		Ｒ６に構築の連携機能を継続して運用 コウチク レンケイ キノウ ケイゾク ウンヨウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの作成により、健康情報のデータベース化、活用の開始 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン サクセイ ケンコウ ジョウホウ カ カツヨウ カイシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		・次世代ドライブレコーダーの導入に向け、導入事例を調査し、当該事業者と意見交換を実施 ジセダイ ドウニュウ ム ドウニュウ ジレイ チョウサ トウガイ ジギョウシャ イケンコウカン ジッシ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		・汎用システムを前提として契約が確定
・汎用機能を基に乗務員への通知方法を検討中 ハンヨウ ゼンテイ ケイヤク カクテイ ハンヨウ キノウ モト ジョウムイン ツウチ ホウホウ ケントウ ナカ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		・カメラ撮影技術を用いたトンネル壁面検査の試験施工
・ドローンを活用した構造物目視点検の実施 サツエイ ギジュツ モチ ヘキメン ケンサ シケンセコウ カツヨウ コウゾウブツ モクシテンケン ジッシ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

①
・次世代ドライブレコーダーを
バス全車両に順次導入

・次世代ドライブレコーダーの導入に向け、導入事例を調
査し、当該事業者と意見交換を実施

②
・ICT技術を用いた運転支援の
実施

・汎用システムを前提として契約が確定
・汎用機能を基に乗務員への通知方法を検討中

③
・導入に向けて検討プロジェク
トの実施（３件以上）

・カメラ撮影技術を用いたトンネル壁面検査の試験施工
・ドローンを活用した構造物目視点検の実施

保守業務のDX化及び新技術導入の検討

バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起

バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入

事業

事業目標

Ｒ７時点の進捗状況


１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和７年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続
・中間レビューを新たに実施

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		設置拡大対象としたブルーライン車両
全27編成中26編成に導入完了
（N形：６編成、R形：14編成、S形：６編成、V形：１編成）
R7：3000N、R形車両（20編成）への導入を完了
R6：3000S形車両（６編成）への導入を完了 セッチ カクダイ タイショウ シャリョウ ゼン ヘンセイ チュウ ヘンセイ ドウニュウカンリョウ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ ヘンセイ ケイ シャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		ネットワーク化完了駅（21駅/40駅）
施工中　13駅（Ｒ８完了予定） セコウチュウ エキ カンリョウ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		EDSS付車両　23％　（802両中187両） リョウチュウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		片　倉：更新工事完了
笹　下：令和６年度更新工事完了済
舞　岡：機器製造発注（契約締結）
茅ヶ崎：機器部分更新検討
北の谷：詳細設計完了、機器製造発注（契約締結） カタ クラ ササ シタ レイワ ネンド コウシン コウジ カンリョウ ズ マイ オカ キキセイゾウ ハッチュウ ケイヤク テイケツ チガサキ キキ ブブン コウシン ケントウ キタ タニ ショウサイ セッケイ カンリョウ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの補修完了
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）、１区間工事中（関内～阪東橋の下り区間） ホシュウカンリョウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		改良区間 353m/692m カイリョウ ク カン

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		緑営業所：基本設計完了、実施設計着手 ジッシセッケイチャクシュ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		港北営業所：設計完了

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和７年度末までにバス乗務員を除く全職員受講完了（受講者数：2,978名）
　※バス乗務員については令和８年度受講完了予定 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンドマツ ジョウムイン ノゾ ゼンショクイン ジュコウ カンリョウ ジュコウ シャ スウ メイ ジョウムイン レイワ ネンド ジュコウカンリョウ ヨテイ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		予定していた369名の受講が完了

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施
・ヒューマンエラー情報の都度共有

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		・２名の人員を確保（計４名） メイ ジンイン カクホ ケイ メイ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		Ｒ６に構築の連携機能を継続して運用 コウチク レンケイ キノウ ケイゾク ウンヨウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの作成により、健康情報のデータベース化、活用の開始 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン サクセイ ケンコウ ジョウホウ カ カツヨウ カイシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		・次世代ドライブレコーダーの導入に向け、導入事例を調査し、当該事業者と意見交換を実施 ジセダイ ドウニュウ ム ドウニュウ ジレイ チョウサ トウガイ ジギョウシャ イケンコウカン ジッシ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		・汎用システムを前提として契約が確定
・汎用機能を基に乗務員への通知方法を検討中 ハンヨウ ゼンテイ ケイヤク カクテイ ハンヨウ キノウ モト ジョウムイン ツウチ ホウホウ ケントウ ナカ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		・カメラ撮影技術を用いたトンネル壁面検査の試験施工
・ドローンを活用した構造物目視点検の実施 サツエイ ギジュツ モチ ヘキメン ケンサ シケンセコウ カツヨウ コウゾウブツ モクシテンケン ジッシ
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２　市民の足を守る

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）バスネットワークの最適化

①
・市内バスネットワークの全
体最適化

・お客様のご利用状況に応じた輸送力の調整
・沿線施設の廃止に伴う路線の廃止（63系統）

（２）自然災害等への備え

① ・耐震補強工事実施率 約50％ ・耐震補強工事実施率 約60％ 耐震補強工事実施率 59％

大規模地震や風水害への対
策の推進（バス事業）

・地震津波行動マニュアル、
風水害雪害行動マニュアルの
見直し

・R6に制定した地震・津波初動対応マニュアルを一部改正
・津波対応避難訓練を実施

災害・テロ対策訓練の強化
（地下鉄事業）

・各所属の訓練や関係各所と
の合同訓練の実施
・マニュアルの見直し

各関係部署と自然災害対応訓練を実施

大規模地震や風水害へのハード対策の推進

②
自然災害・テロなど
へのソフト対策強化

事業目標

事業 Ｒ７時点の進捗状況

バスネットワークの最適化


２　市民の足を守る

		ERROR:#REF!

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		・お客様のご利用状況に応じた輸送力の調整
・沿線施設の廃止に伴う路線の廃止（63系統） ユソウリョク チョウセイ エンセンシセツ ハイシ トモナ ロセン ハイシ

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		耐震補強工事実施率 59％

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		・R6に制定した地震・津波初動対応マニュアルを一部改正
・津波対応避難訓練を実施 セイテイ ジシン ツナミ ショドウタイオウ イチブカイセイ ツナミ タイオウ ヒナン クンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		R4実績 ジッセキ
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３　公営交通の責務

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現

① ・推進

川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を
実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・あざみ野駅構内測量委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量

②
・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手

上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本設計着手
戸塚駅：基本方針着手

③ ・ダイヤ改正を実施
ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤを
作成し、11月1日（土）にブルーライン、グリーンラインの
ダイヤ改正を実施【完了】

グリーンラインの６両化 ・３編成での運行 ・10編成での運行 10編成での運行【完了】

グリーンラインの子育て世
代への支援

・車いす・ベビーカー優先ス
ペース 68か所

・車いす・ベビーカー優先ス
ペース 108か所

車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】

グリーンライン沿線の子育
てに関するプロモーション
の実施

・グリーンライン沿線のプロ
モーションの推進

令和７年度内全４回、広報誌ぐるっとにてグリーンライン
沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架

事業目標

事業 Ｒ７時点の進捗状況

高速鉄道３号線延伸事業の推進

④

駅の大規模改良工事

最適な地下鉄ダイヤの提供

グリーンライン沿線
のまちづくりへの貢
献


３　公営交通の責務

		ERROR:#REF!

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・あざみ野駅構内測量委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量 ギョウム ノエキ コウナイ ソクリョウ イタク

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本設計着手
戸塚駅：基本方針着手 キホン セッケイ チャクシュ キホンホウシン チャクシュ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤを作成し、11月1日（土）にブルーライン、グリーンラインのダイヤ改正を実施【完了】 ガツ ニチ ド カイセイ ジッシ カンリョウ

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		令和７年度内全４回、広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		下飯田駅：工事完了
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ コウジカンリョウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共有に向けた調整等 ヨコハマシ シエイ キソン テイリュウジョ キョウユウ ム チョウセイキソンテイリュウジョキョウユウムチョウセイ トウ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン

 溝口:  溝口:
税込み
		市内中小企業への発注額23.4億円(累計) ルイケイ

 溝口:  溝口:
税込み

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		駅照明       　　　　　 ：86％
トンネル照明 　　　　　 ：52％
基地等照明（水銀灯のみ）：100％ スイギントウ

						②		グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		・グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済
・ブルーラインについても令和７年４月１日から非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行を開始 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ（HV）更新なし コウシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		24駅完了 エキ カンリョウ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		エレベーター９基更新完了
エスカレーター12基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		【バリアフリー化】
・新羽駅：工事着手
・上永谷駅：基本設計着手
・三ッ沢下町駅：設計着手
【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施 コウジチャクシュ セッケイ チャクシュ セッケイチャクシュ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		R4実績 ジッセキ







【参考】「市営交通 中期経営計画 2023-2026」個別取組一覧

16

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現

⑤
・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討

下飯田駅：工事完了
関内駅：改修案検討

⑥
・他の交通モードとの連携実
施

横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共
有に向けた調整等

⑦ ・発注額（単年度） 4.8億円 ・計画期間中累計 20億円 市内中小企業への発注額23.4億円(累計)

事業目標

事業

まちづくりとの連携

マストランジット（大量輸送機関）としての地域
交通への役割発揮

市内中小企業振興に向けた取組

Ｒ７時点の進捗状況


３　公営交通の責務

		ERROR:#REF!

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・あざみ野駅構内測量委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量 ギョウム ノエキ コウナイ ソクリョウ イタク

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本設計着手
戸塚駅：基本方針着手 キホン セッケイ チャクシュ キホンホウシン チャクシュ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤを作成し、11月1日（土）にブルーライン、グリーンラインのダイヤ改正を実施【完了】 ガツ ニチ ド カイセイ ジッシ カンリョウ

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		令和７年度内全４回、広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		下飯田駅：工事完了
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ コウジカンリョウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共有に向けた調整等 ヨコハマシ シエイ キソン テイリュウジョ キョウユウ ム チョウセイキソンテイリュウジョキョウユウムチョウセイ トウ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		市内中小企業への発注額23.4億円(累計) ルイケイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		駅照明       　　　　　 ：86％
トンネル照明 　　　　　 ：52％
基地等照明（水銀灯のみ）：100％ スイギントウ

						②		グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		・グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済
・ブルーラインについても令和７年４月１日から非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行を開始 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ（HV）更新なし コウシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		24駅完了 エキ カンリョウ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		エレベーター９基更新完了
エスカレーター12基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		【バリアフリー化】
・新羽駅：工事着手
・上永谷駅：基本設計着手
・三ッ沢下町駅：設計着手
【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施 コウジチャクシュ セッケイ チャクシュ セッケイチャクシュ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		R4実績 ジッセキ







【参考】「市営交通 中期経営計画 2023-2026」個別取組一覧

17

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）脱炭素社会の実現に向けた取組

①

・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：
81％

・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：
100％

駅照明       　　　　　 ：86％
トンネル照明 　　　　　 ：52％
基地等照明（水銀灯のみ）：100％

② ・非化石証書の継続利用

・グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排
出ゼロで運行済
・ブルーラインについても令和７年４月１日から非化石証
書導入により実質CO2排出ゼロで運行を開始

バス事業における脱炭素に
向けた取組の加速化

・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％

・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％

・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両

環境にやさしいハイブリッ
ドバスの導入（あかいく
つ）

・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ・あかいくつ（HV）更新なし

事業目標

グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行

③
環境に配慮したバス
車両の計画的な更新

事業 Ｒ７時点の進捗状況

地下鉄照明のLED化


３　公営交通の責務

		ERROR:#REF!

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・あざみ野駅構内測量委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量 ギョウム ノエキ コウナイ ソクリョウ イタク

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本設計着手
戸塚駅：基本方針着手 キホン セッケイ チャクシュ キホンホウシン チャクシュ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤを作成し、11月1日（土）にブルーライン、グリーンラインのダイヤ改正を実施【完了】 ガツ ニチ ド カイセイ ジッシ カンリョウ

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		令和７年度内全４回、広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		下飯田駅：工事完了
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ コウジカンリョウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共有に向けた調整等 ヨコハマシ シエイ キソン テイリュウジョ キョウユウ ム チョウセイキソンテイリュウジョキョウユウムチョウセイ トウ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン

 溝口:  溝口:
税込み
		市内中小企業への発注額23.4億円(累計) ルイケイ

 溝口:  溝口:
税込み

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		駅照明       　　　　　 ：86％
トンネル照明 　　　　　 ：52％
基地等照明（水銀灯のみ）：100％ スイギントウ

						②		グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		・グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済
・ブルーラインについても令和７年４月１日から非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行を開始 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ（HV）更新なし コウシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		24駅完了 エキ カンリョウ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		エレベーター９基更新完了
エスカレーター12基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		【バリアフリー化】
・新羽駅：工事着手
・上永谷駅：基本設計着手
・三ッ沢下町駅：設計着手
【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施 コウジチャクシュ セッケイ チャクシュ セッケイチャクシュ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		R4実績 ジッセキ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（３）施設の更なるバリアフリー化

① ・対応駅 １/32駅 ・全駅完了 32/32駅 24駅完了

②
・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新

エレベーター９基更新完了
エスカレーター12基更新完了

③
・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事
着手

【バリアフリー化】
・新羽駅：工事着手
・上永谷駅：基本設計着手
・三ッ沢下町駅：設計着手
【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施

駅トイレのバリアフリー化

駅エレベーター・エスカレーターの更新

駅ホームと車両の段差・隙間の縮小

事業 Ｒ７時点の進捗状況

事業目標


３　公営交通の責務

		ERROR:#REF!

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・あざみ野駅構内測量委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量 ギョウム ノエキ コウナイ ソクリョウ イタク

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本設計着手
戸塚駅：基本方針着手 キホン セッケイ チャクシュ キホンホウシン チャクシュ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤを作成し、11月1日（土）にブルーライン、グリーンラインのダイヤ改正を実施【完了】 ガツ ニチ ド カイセイ ジッシ カンリョウ

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		令和７年度内全４回、広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		下飯田駅：工事完了
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ コウジカンリョウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共有に向けた調整等 ヨコハマシ シエイ キソン テイリュウジョ キョウユウ ム チョウセイキソンテイリュウジョキョウユウムチョウセイ トウ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン

 溝口:  溝口:
税込み
		市内中小企業への発注額23.4億円(累計) ルイケイ

 溝口:  溝口:
税込み

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		駅照明       　　　　　 ：86％
トンネル照明 　　　　　 ：52％
基地等照明（水銀灯のみ）：100％ スイギントウ

						②		グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		・グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済
・ブルーラインについても令和７年４月１日から非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行を開始 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ（HV）更新なし コウシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		24駅完了 エキ カンリョウ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		エレベーター９基更新完了
エスカレーター12基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		【バリアフリー化】
・新羽駅：工事着手
・上永谷駅：基本設計着手
・三ッ沢下町駅：設計着手
【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施 コウジチャクシュ セッケイ チャクシュ セッケイチャクシュ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		R4実績 ジッセキ
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４　財務基盤の強化

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

駅構内及び高架下等の活用
による沿線の活性化

・上大岡駅、センター北駅　新
区画活用
・センター南北高架下全区画活
用

・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開
業、センター北駅は令和７年７月にドラッグストアが開業
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関して、
パートナー事業者と合意書を締結。ひろば利用に関するア
ンケートを実施し、結果を参考に設計を進めており、令和
８年度に完成し、全区画が活用される予定

駅構内スペースの一時利
用・ワゴン販売の促進

・一時利用・ワゴン販売収入
28百万円

・一時利用・ワゴン販売収入
34百万円

・R7年度一時利用・ワゴン販売収入　39百万円

トンネル上用地等の活用 ・下飯田駅周辺土地の活用 ・土地の条件を整理し、活用の基本計画を作成

② ・広告料収入 635百万円 ・広告料収入 667百万円
広告料収入　740百万円
（R6年度比2.8％増）

広告事業の積極的な展開

①
資産の有効活用によ
る収益の向上

事業目標

事業 Ｒ７時点の進捗状況


４　財務基盤の強化

		ERROR:#REF!

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通し ジギョウモクヒョウ ム ミトオ

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月にドラッグストアが開業
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関して、パートナー事業者と合意書を締結。ひろば利用に関するアンケートを実施し、結果を参考に設計を進めており、令和８年度に完成し、全区画が活用される予定 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ ゴウイショ テイケツ リヨウ カン ジッシ ケッカ サンコウ セッケイ スス レイワ ネンド カンセイ カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R7年度一時利用・ワゴン販売収入　39百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン

 溝口:  溝口:
税込み
		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		・土地の条件を整理し、活用の基本計画を作成 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ キホンケイカク サクセイ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		広告料収入　740百万円
（R6年度比2.8％増）		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）

 溝口:  溝口:
税込み		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始しており、R7年度についても継続
・令和３年10月からのキャッシュレス等のタッチ決済実証実験については、令和８年３月末を持って終了

【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始
・令和８年１月20日から２月13日にかけて一部の駅でタッチ決済に対応した改札機を増設（32台） ダイ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		令和６年度に実証実験を行い、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行ったが、令和７年度は未実施 レイワ ネン ジッショウジッケン オコナ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		・令和８年度公募へ向けての準備作業を実施 レイワ ネンド コウボ ム ジュンビサギョウ ジッシ		・菅田町バス折返場を廃止
・折返場跡地の有効活用に向け測量を実施 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		・乗車促進策として、大規模イベント等と連携した取組を実施 サク ダイキボイベントトウトレンケイ トリクミ ジッシ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		・貸切バス収入 3.6億円		・貸切バス収入 3.4億円		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。
【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台
R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		・販売数　57,636枚（デジタルチケット 6,004枚）
・みなとぶらりチケット特典サービス提携店80件増		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		・取扱宿泊プラン提携ホテル15か所でセット販売を実施 ショ ハンバイ ジッシ		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		・デジタル化率 10.4%		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		・他バス事業者とのコラボツアーや路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
・不要となったバス関連の部品や備品の販売
（他の交通事業者と共同）
・市営バスコレクションカードの配布 タ ジッシ ハンバイ ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		・市営バス地下鉄連絡定期券の廃止
・人件費水準の上昇や物価高騰などにより、当初の見通しよりもさらに厳しい収支状況が見込まれることから、バスネットワークを維持していくため、早急な収支改善策として運賃改定の検討に着手 ジンケンヒ スイジュン ジョウショウ ブッカ コウトウ トウショ ミトオ キビ シュウシジョウキョウ ミコ イジ ソウキュウ シュウシカイゼンサク ウンチンカイテイ ケントウ チャクシュ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		・協約の策定（６年度）
・策定した協約の振り返りを実施し、課題解決に向け、その対策や検討を実施 キョウヤク サクテイ ネンド サクテイ キョウヤク フ カエ ジッシ カダイ カイケツ ム タイサク ケントウ ジッシ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）
・AIを用いた遺失物管理システムの導入を検討
・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
・有効活用スペース６か所増加		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６か所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ ショ ゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。
【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ

大岡 伸也: 時間単位の休暇数管理のシステム化
→庶務事務非対応の職員（会計年度等）の時間休管理のシステム化						

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】				

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		

 溝口:  溝口:
税込み
		

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管理システムへのアクセス方法の拡充 カンリ		システム専用パソコンで利用していた「乗務員の勤務表と出庫表示画面の閲覧」を、証明書機能を活用することで、利用範囲を拡大 センヨウ リヨウ ジョウムイン キンムヒョウ シュッコヒョウジ ガメン エツラン ショウメイショ キノウ カツヨウ リヨウハンイ カクダイ		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ







【参考】「市営交通 中期経営計画 2023-2026」個別取組一覧
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

③
・決済サービス拡充の検討・実
施（バス・地下鉄）

【バス】
・令和６年11月６日よりBAYSIDE BLUEにて、敬老パス端末
を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始してお
り、R7年度についても継続
・令和３年10月からのキャッシュレス等のタッチ決済実証
実験については、令和８年３月末を持って終了

【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決
済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗
車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割
り引くサービスを開始
・令和８年１月20日から２月13日にかけて一部の駅でタッ
チ決済に対応した改札機を増設（32台）

市営バスでの貨客混載事業 ・貨客混載事業の検討・実施
令和６年度に実証実験を行い、荷物のみでの運搬を行うた
めの課題等の検証を行ったが、令和７年度は未実施

折返場の有効活用 ・バス折返場の有効活用 ・令和８年度公募へ向けての準備作業を実施

あかいくつ・BAYSIDE BLUE
への乗車促進（車体への二
次元コード等の掲出）

・車体への二次元コード等掲出
による乗車促進

・乗車促進策として、大規模イベント等と連携した取組を
実施

⑤ ・貸切バス収入額 ４億円 ・貸切バス収入額10％増 ・貸切バス収入 3.6億円

決済サービス拡充の検討・実施

④
バス事業の収益向上
に関する新たな取組

市営バスにおける観光事業の促進

事業

事業目標

Ｒ７時点の進捗状況


４　財務基盤の強化

		ERROR:#REF!

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通し ジギョウモクヒョウ ム ミトオ

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月にドラッグストアが開業
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関して、パートナー事業者と合意書を締結。ひろば利用に関するアンケートを実施し、結果を参考に設計を進めており、令和８年度に完成し、全区画が活用される予定 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ ゴウイショ テイケツ リヨウ カン ジッシ ケッカ サンコウ セッケイ スス レイワ ネンド カンセイ カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R7年度一時利用・ワゴン販売収入　39百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン

 溝口:  溝口:
税込み
		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		・土地の条件を整理し、活用の基本計画を作成 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ キホンケイカク サクセイ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		広告料収入　740百万円
（R6年度比2.8％増）		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）

 溝口:  溝口:
税込み		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		【バス】
・令和６年11月６日よりBAYSIDE BLUEにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始しており、R7年度についても継続
・令和３年10月からのキャッシュレス等のタッチ決済実証実験については、令和８年３月末を持って終了

【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始
・令和８年１月20日から２月13日にかけて一部の駅でタッチ決済に対応した改札機を増設（32台） ダイ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		令和６年度に実証実験を行い、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行ったが、令和７年度は未実施 レイワ ネン ジッショウジッケン オコナ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		・令和８年度公募へ向けての準備作業を実施 レイワ ネンド コウボ ム ジュンビサギョウ ジッシ		・菅田町バス折返場を廃止
・折返場跡地の有効活用に向け測量を実施 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		・乗車促進策として、大規模イベント等と連携した取組を実施 サク ダイキボイベントトウトレンケイ トリクミ ジッシ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		・貸切バス収入 3.6億円		・貸切バス収入 3.4億円		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。
【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台
R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		・販売数　57,636枚（デジタルチケット 6,004枚）
・みなとぶらりチケット特典サービス提携店80件増		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		・取扱宿泊プラン提携ホテル15か所でセット販売を実施 ショ ハンバイ ジッシ		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		・デジタル化率 10.4%		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		・他バス事業者とのコラボツアーや路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
・不要となったバス関連の部品や備品の販売
（他の交通事業者と共同）
・市営バスコレクションカードの配布 タ ジッシ ハンバイ ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		・市営バス地下鉄連絡定期券の廃止
・人件費水準の上昇や物価高騰などにより、当初の見通しよりもさらに厳しい収支状況が見込まれることから、バスネットワークを維持していくため、早急な収支改善策として運賃改定の検討に着手 ジンケンヒ スイジュン ジョウショウ ブッカ コウトウ トウショ ミトオ キビ シュウシジョウキョウ ミコ イジ ソウキュウ シュウシカイゼンサク ウンチンカイテイ ケントウ チャクシュ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		・協約の策定（６年度）
・策定した協約の振り返りを実施し、課題解決に向け、その対策や検討を実施 キョウヤク サクテイ ネンド サクテイ キョウヤク フ カエ ジッシ カダイ カイケツ ム タイサク ケントウ ジッシ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）
・AIを用いた遺失物管理システムの導入を検討
・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
・有効活用スペース６か所増加		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６か所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ ショ ゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。
【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ

大岡 伸也: 時間単位の休暇数管理のシステム化
→庶務事務非対応の職員（会計年度等）の時間休管理のシステム化						

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】				

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		

 溝口:  溝口:
税込み
		

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管理システムへのアクセス方法の拡充 カンリ		システム専用パソコンで利用していた「乗務員の勤務表と出庫表示画面の閲覧」を、証明書機能を活用することで、利用範囲を拡大 センヨウ リヨウ ジョウムイン キンムヒョウ シュッコヒョウジ ガメン エツラン ショウメイショ キノウ カツヨウ リヨウハンイ カクダイ		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

まちを楽しむ「みなとぶら
りチケット」の販売促進

・販売数 64,481枚（デジタル
チケット7,254枚）

・販売数 10万枚(デジタルチ
ケット20,000枚)

・販売数　57,636枚（デジタルチケット 6,004枚）
・みなとぶらりチケット特典サービス提携店80件増

みなとぶらりチケットの提
携ホテルとの宿泊プランの
推進

・取扱宿泊プラン提携ホテル７
か所

・取扱宿泊プラン提携ホテル14
か所

・取扱宿泊プラン提携ホテル15か所でセット販売を実施

スマートフォンアプリとの
連携によるデジタル化促進

・みなとぶらりチケットデジタ
ル化率 11％

・みなとぶらりチケットデジタ
ル化率 20％

・デジタル化率 10.4%

⑦
・ファン獲得に向けた各種イベ
ント・企画の推進

・他バス事業者とのコラボツアーや路線バス型の車両を使
用したオリジナルツアーを実施
・不要となったバス関連の部品や備品の販売
（他の交通事業者と共同）
・市営バスコレクションカードの配布

⑧
・乗車券制度の見直しの必要性
について検討

・市営バス地下鉄連絡定期券の廃止
・人件費水準の上昇や物価高騰などにより、当初の見通し
よりもさらに厳しい収支状況が見込まれることから、バス
ネットワークを維持していくため、早急な収支改善策とし
て運賃改定の検討に着手

⑨
・連携強化と課題共有によるグ
ループ経営の推進

・協約の策定（６年度）
・策定した協約の振り返りを実施し、課題解決に向け、そ
の対策や検討を実施

事業

事業目標

Ｒ７時点の進捗状況

⑥
みなとぶらりチケッ
トを活用したにぎわ
いの創出

市営交通のファン層の獲得

乗車券制度の検討

市営交通グループの連携強化


４　財務基盤の強化

		ERROR:#REF!

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通し ジギョウモクヒョウ ム ミトオ

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月にドラッグストアが開業
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関して、パートナー事業者と合意書を締結。ひろば利用に関するアンケートを実施し、結果を参考に設計を進めており、令和８年度に完成し、全区画が活用される予定 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ ゴウイショ テイケツ リヨウ カン ジッシ ケッカ サンコウ セッケイ スス レイワ ネンド カンセイ カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R7年度一時利用・ワゴン販売収入　39百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン

 溝口:  溝口:
税込み
		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		・土地の条件を整理し、活用の基本計画を作成 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ キホンケイカク サクセイ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		広告料収入　740百万円
（R6年度比2.8％増）		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）

 溝口:  溝口:
税込み		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始しており、R7年度についても継続
・令和３年10月からのキャッシュレス等のタッチ決済実証実験については、令和８年３月末を持って終了

【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始
・令和８年１月20日から２月13日にかけて一部の駅でタッチ決済に対応した改札機を増設（32台） ダイ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		令和６年度に実証実験を行い、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行ったが、令和７年度は未実施 レイワ ネン ジッショウジッケン オコナ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		・令和８年度公募へ向けての準備作業を実施 レイワ ネンド コウボ ム ジュンビサギョウ ジッシ		・菅田町バス折返場を廃止
・折返場跡地の有効活用に向け測量を実施 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		・乗車促進策として、大規模イベント等と連携した取組を実施 サク ダイキボイベントトウトレンケイ トリクミ ジッシ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		・貸切バス収入 3.6億円		・貸切バス収入 3.4億円		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。
【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台
R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		・販売数　57,636枚（デジタルチケット 6,004枚）
・みなとぶらりチケット特典サービス提携店80件増		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		・取扱宿泊プラン提携ホテル15か所でセット販売を実施 ショ ハンバイ ジッシ		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		・デジタル化率 10.4%		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		・他バス事業者とのコラボツアーや路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
・不要となったバス関連の部品や備品の販売
（他の交通事業者と共同）
・市営バスコレクションカードの配布 タ ジッシ ハンバイ ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		・市営バス地下鉄連絡定期券の廃止
・人件費水準の上昇や物価高騰などにより、当初の見通しよりもさらに厳しい収支状況が見込まれることから、バスネットワークを維持していくため、早急な収支改善策として運賃改定の検討に着手 ジンケンヒ スイジュン ジョウショウ ブッカ コウトウ トウショ ミトオ キビ シュウシジョウキョウ ミコ イジ ソウキュウ シュウシカイゼンサク ウンチンカイテイ ケントウ チャクシュ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		・協約の策定（６年度）
・策定した協約の振り返りを実施し、課題解決に向け、その対策や検討を実施 キョウヤク サクテイ ネンド サクテイ キョウヤク フ カエ ジッシ カダイ カイケツ ム タイサク ケントウ ジッシ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）
・AIを用いた遺失物管理システムの導入を検討
・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
・有効活用スペース６か所増加		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６か所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ ショ ゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。
【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ

大岡 伸也: 時間単位の休暇数管理のシステム化
→庶務事務非対応の職員（会計年度等）の時間休管理のシステム化						

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】				

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		

 溝口:  溝口:
税込み
		

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管理システムへのアクセス方法の拡充 カンリ		システム専用パソコンで利用していた「乗務員の勤務表と出庫表示画面の閲覧」を、証明書機能を活用することで、利用範囲を拡大 センヨウ リヨウ ジョウムイン キンムヒョウ シュッコヒョウジ ガメン エツラン ショウメイショ キノウ カツヨウ リヨウハンイ カクダイ		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）支出管理の徹底

地下鉄設備・業務の効率化

・デジタル技術の活用を順次
実施
・券売機設置台数102台（11台
削減）
・有効活用スペース６か所増

・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49
台を導入済）
・AIを用いた遺失物管理システムの導入を検討
・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
・有効活用スペース６か所増加

庶務事務の一元化
・庶務事務の一元化及びベテ
ラン職員等の活用

・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入

バス運行管理システムの効
率化

・バス運行管理システムへの
アクセス方法の拡充

システム専用パソコンで利用していた「乗務員の勤務表と
出庫表示画面の閲覧」を、証明書機能を活用することで、
利用範囲を拡大

①
バス・地下鉄業務の
効率化

事業

事業目標

Ｒ７時点の進捗状況


４　財務基盤の強化

		ERROR:#REF!

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通し ジギョウモクヒョウ ム ミトオ

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月にドラッグストアが開業
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関して、パートナー事業者と合意書を締結。ひろば利用に関するアンケートを実施し、結果を参考に設計を進めており、令和８年度に完成し、全区画が活用される予定 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ ゴウイショ テイケツ リヨウ カン ジッシ ケッカ サンコウ セッケイ スス レイワ ネンド カンセイ カツヨウ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R7年度一時利用・ワゴン販売収入　39百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン

 溝口:  溝口:
税込み
		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		・土地の条件を整理し、活用の基本計画を作成 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ キホンケイカク サクセイ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		広告料収入　740百万円
（R6年度比2.8％増）		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）

 溝口:  溝口:
税込み				

 溝口:  溝口:
【順調、やや懸念あり、懸念あり】		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始しており、R7年度についても継続
・令和３年10月からのキャッシュレス等のタッチ決済実証実験については、令和８年３月末を持って終了

【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始
・令和８年１月20日から２月13日にかけて一部の駅でタッチ決済に対応した改札機を増設（32台） ダイ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		令和６年度に実証実験を行い、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行ったが、令和７年度は未実施 レイワ ネン ジッショウジッケン オコナ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		・令和８年度公募へ向けての準備作業を実施 レイワ ネンド コウボ ム ジュンビサギョウ ジッシ		・菅田町バス折返場を廃止
・折返場跡地の有効活用に向け測量を実施 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		・乗車促進策として、大規模イベント等と連携した取組を実施 サク ダイキボイベントトウトレンケイ トリクミ ジッシ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		・貸切バス収入 3.6億円		・貸切バス収入 3.4億円		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。
【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台
R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		

 溝口:  溝口:
税込み
										・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ						Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		・販売数　57,636枚（デジタルチケット 6,004枚）
・みなとぶらりチケット特典サービス提携店80件増		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		・取扱宿泊プラン提携ホテル15か所でセット販売を実施 ショ ハンバイ ジッシ		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		・デジタル化率 10.4%		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		・他バス事業者とのコラボツアーや路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
・不要となったバス関連の部品や備品の販売
（他の交通事業者と共同）
・市営バスコレクションカードの配布 タ ジッシ ハンバイ ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		・市営バス地下鉄連絡定期券の廃止
・人件費水準の上昇や物価高騰などにより、当初の見通しよりもさらに厳しい収支状況が見込まれることから、バスネットワークを維持していくため、早急な収支改善策として運賃改定の検討に着手 ジンケンヒ スイジュン ジョウショウ ブッカ コウトウ トウショ ミトオ キビ シュウシジョウキョウ ミコ イジ ソウキュウ シュウシカイゼンサク ウンチンカイテイ ケントウ チャクシュ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		・協約の策定（６年度）
・策定した協約の振り返りを実施し、課題解決に向け、その対策や検討を実施 キョウヤク サクテイ ネンド サクテイ キョウヤク フ カエ ジッシ カダイ カイケツ ム タイサク ケントウ ジッシ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）
・AIを用いた遺失物管理システムの導入を検討
・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
・有効活用スペース６か所増加		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６か所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ ショ ゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。
【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管理システムへのアクセス方法の拡充 カンリ		システム専用パソコンで利用していた「乗務員の勤務表と出庫表示画面の閲覧」を、証明書機能を活用することで、利用範囲を拡大 センヨウ リヨウ ジョウムイン キンムヒョウ シュッコヒョウジ ガメン エツラン ショウメイショ キノウ カツヨウ リヨウハンイ カクダイ		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ
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５　人財育成の推進

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）先を見据えた人財の確保・育成

①
・人物重視型の採用選考の実
施
・交通局独自の採用の拡大

バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用
や既存職員の離職防止を図ることを目的に、「人財確保大
作戦」として、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を
実施

②
・局内教習制度の導入による
大型二種免許の取得促進

制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出）

あらゆる職員が働きやすい
環境の整備

・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入
検討
・多様な働き方に対応できる
勤務体制への見直し

・11月のダイヤ改正に合わせて、深夜勤務免除や時短勤務
を希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤
務が難しい職員の配置先を整備
・港南営業所の大規模改修の完了
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管
理所・総合司令所：5/7完了

女性職員の積極登用
・女性職員の責任職への登用
の推進

・昇任試験セミナーの実施（８月）

③
働きやすい環境の整
備及び女性職員の積
極的登用

市営交通を支える人財の確保に関する取組

局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促
進

事業目標

事業 Ｒ７時点の進捗状況


５　人財育成の推進

		ERROR:#REF!

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用や既存職員の離職防止を図ることを目的に、「人財確保大作戦」として、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ジョウムイン ブソク トウ タイオウ ユウシュウ ジンザイ シンキ サイヨウ キソン ショクイン リショク ボウシ ハカ モクテキ ジンザイ カクホ ダイサクセン ゼン ショクシュ センコウ ホウホウ ミナオ タイグウ カイゼン ジッシ

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		・11月のダイヤ改正に合わせて、深夜勤務免除や時短勤務を希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・港南営業所の大規模改修の完了
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 キンム カンリョウ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		・昇任試験セミナーの実施（８月） ショウニンシケン ジッシ ガツ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減
・KKコレクションにおいて3レス大賞（ペーパーレス含む）等により、業務改善を積極的に推進 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン タイショウ フク トウ ギョウム カイゼン セッキョクテキ スイシン

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・バス整備係員の手当を新設
・職員の住居手当の増額
・深夜勤務の制限請求の対象拡大 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		・新たにプラチナマスタードライバーが誕生
・プラチナマスタードライバー７名、ゴールドマスタードライバー42名、シルバー151名、ノーマル62名、計262名を任命 メイ メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		・令和５年度から実施していた港南営業所の大規模改修の完了
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽（基地信号扱所含む）、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		・他区局を含む全職員がつながるオンラインコミュニケーション基盤の導入
・生成AIの利用を開始
・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ドウニュウ セイセイ リヨウ カイシ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）意欲と能力を活かす制度の充実

①
・業務プロセスの改善に向けた
取組の推進

・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年
度より印刷面数等を削減
・KKコレクションにおいて3レス大賞（ペーパーレス含む）
等により、業務改善を積極的に推進

働きやすさと働きがいを感
じられる取組

・局内プロジェクトに基づく働
きやすさ・働きがいの検討

・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・バス整備係員の手当を新設
・職員の住居手当の増額
・深夜勤務の制限請求の対象拡大

マスタードライバー制度の
活用による人財育成

・プラチナマスタードライバー
12名、ゴールドマスタードライ
バー100名
・教官へのキャリアパス制度の
導入

・新たにプラチナマスタードライバーが誕生
・プラチナマスタードライバー７名、ゴールドマスタード
ライバー42名、シルバー151名、ノーマル62名、計262名を
任命

③

・マネジメント力の向上に向け
た研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた
取組

・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメン
トをテーマとした研修を実施

④ ・高齢職員の活躍の場の創出
・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッ
フ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施

高齢職員の意欲と能力を活かす取組

②
やりがいを感じられ
る交通局に向けた制
度の推進

職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上

Ｒ７時点の進捗状況

業務プロセスの見直し

事業

事業目標


５　人財育成の推進

		ERROR:#REF!

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用や既存職員の離職防止を図ることを目的に、「人財確保大作戦」として、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ジョウムイン ブソク トウ タイオウ ユウシュウ ジンザイ シンキ サイヨウ キソン ショクイン リショク ボウシ ハカ モクテキ ジンザイ カクホ ダイサクセン ゼン ショクシュ センコウ ホウホウ ミナオ タイグウ カイゼン ジッシ

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		・11月のダイヤ改正に合わせて、深夜勤務免除や時短勤務を希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・港南営業所の大規模改修の完了
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 キンム カンリョウ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		・昇任試験セミナーの実施（８月） ショウニンシケン ジッシ ガツ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減
・KKコレクションにおいて3レス大賞（ペーパーレス含む）等により、業務改善を積極的に推進 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン タイショウ フク トウ ギョウム カイゼン セッキョクテキ スイシン

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・バス整備係員の手当を新設
・職員の住居手当の増額
・深夜勤務の制限請求の対象拡大 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		・新たにプラチナマスタードライバーが誕生
・プラチナマスタードライバー７名、ゴールドマスタードライバー42名、シルバー151名、ノーマル62名、計262名を任命 メイ メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		・令和５年度から実施していた港南営業所の大規模改修の完了
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽（基地信号扱所含む）、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		・他区局を含む全職員がつながるオンラインコミュニケーション基盤の導入
・生成AIの利用を開始
・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ドウニュウ セイセイ リヨウ カイシ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備

①
・老朽化した職員用施設・設備
の計画的な刷新

・令和５年度から実施していた港南営業所の大規模改修の
完了
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽（基地信号扱所含
む）、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの
継続実施と内部調整
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管
理所・総合司令所：5/7完了

②
・デジタル技術の積極的な活用
による業務の効率化、省力化

・他区局を含む全職員がつながるオンラインコミュニケー
ション基盤の導入
・生成AIの利用を開始
・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できる
モバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入

あらゆる場面におけるデジタル技術の活用

事業

安心して働ける職場づくり

Ｒ７時点の進捗状況

事業目標


５　人財育成の推進

		ERROR:#REF!

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用や既存職員の離職防止を図ることを目的に、「人財確保大作戦」として、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ジョウムイン ブソク トウ タイオウ ユウシュウ ジンザイ シンキ サイヨウ キソン ショクイン リショク ボウシ ハカ モクテキ ジンザイ カクホ ダイサクセン ゼン ショクシュ センコウ ホウホウ ミナオ タイグウ カイゼン ジッシ

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		・11月のダイヤ改正に合わせて、深夜勤務免除や時短勤務を希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・港南営業所の大規模改修の完了
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 キンム カンリョウ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		・昇任試験セミナーの実施（８月） ショウニンシケン ジッシ ガツ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減
・KKコレクションにおいて3レス大賞（ペーパーレス含む）等により、業務改善を積極的に推進 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン タイショウ フク トウ ギョウム カイゼン セッキョクテキ スイシン

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・バス整備係員の手当を新設
・職員の住居手当の増額
・深夜勤務の制限請求の対象拡大 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		・新たにプラチナマスタードライバーが誕生
・プラチナマスタードライバー７名、ゴールドマスタードライバー42名、シルバー151名、ノーマル62名、計262名を任命 メイ メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				Ｒ７時点の進捗状況

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		・令和５年度から実施していた港南営業所の大規模改修の完了
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽（基地信号扱所含む）、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：9/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		・他区局を含む全職員がつながるオンラインコミュニケーション基盤の導入
・生成AIの利用を開始
・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ドウニュウ セイセイ リヨウ カイシ
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